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カ
ラ
ー
印
刷
で
掲
載
中

♪

９
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
の
障
害
者
権
利

委
員
会
は
、
日
本
政
府
へ
の
審
査
を
踏
ま
え

た
の
ち
、
政
策
の
改
善
点
に
つ
い
て
勧
告
を

出
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
障
害
児
を
分
離
し
た
特
別

支
援
教
育
の
中
止
の
要
請
や
、
精
神
科
の
強

制
入
院
を
可
能
に
し
て
い
る
法
令
の
廃
止
な

ど
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

の
遅
れ
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
現
在
ま

で
日
本
で
行
わ
れ
て
き
た
教
育
や
病
院
体
制

の
変
換
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
同
様

に
、
現
行
の
選
挙
制
度
に
お
い
て
も
、
障
害

者
の
投
票
行
動
を
阻
む
大
き
な
壁
が
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

去
っ
た
７
月
、
参
議
院
選
挙
や
県
知
事
選

挙
な
ど
、
県
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
大
事
な
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。

広
報
誌
や
チ
ラ
シ
、
テ
レ
ビ
で
、
政
党
や

候
補
者
が
自
ら
の
活
動
や
投
票
を
訴
え
る
機

会
に
加
え
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
約
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
６
年
の
公
職
選
挙
法
の

改
正
に
よ
り
、
投
票
年
齢
が
18
歳
以
上
と
引

き
下
げ
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
本
来
な
ら
上

昇
す
べ
き
投
票
数
が
、
国
政
選
挙
、
地
方
選

挙
を
問
わ
ず
有
権
者
の
投
票
率
は
低
下
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

那
覇
市
や
豊
見
城
市
な
ど
、
今
年
こ
れ
か

ら
県
内
で
行
わ
れ
る
選
挙
へ
の
対
策
と
し
て
、

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の
投
票
参
加
機
会
が

増
え
る
こ
と
を
望
み
な
が
ら
、
以
下
考
え
て

み
ま
し
た
。

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
も
含
め
、
す
べ

て
の
国
民
が
民
主
主
義
の
原
則
に
よ
り
権
利

行
使
が
で
き
る
為
に
投
票
行
動
が
可
能
で
あ

る
べ
き
な
の
で
す
が
、
自
身
の
意
思
決
定
以

外
に
も
現
在
の
選
挙
制
度
に
は
投
票
方
法
な

ど
、
障
が
い
の
特
性
に
よ
っ
て
様
々
な
困
難

な
事
例
が
多
々
あ
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
５
月
に
公
職
選
挙
法
改
正
が

あ
り
、
権
利
の
主
体
者
と
し
て
成
年
後
見
制

度
の
被
後
見
人
の
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
投
票
可
能
な
能
力

制
限
を
定
め
る
べ
き
」
と
の
優
生
思
想
的
な

意
見
も
出
た
よ
う
に
、
そ
の
原
因
の
多
く
は
、

行
政
側
の
障
が
い
者
の
権
利
や
合
理
的
配
慮

へ
の
認
識
不
足
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
一
例
と
し
て
、
知
的
障
が
い
の
あ

る
人
が
投
票
に
至
る
ま
で
の
問
題
点
や
支
援

の
あ
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

●
選
挙
（
人
を
選
ぶ
）
と
い
う
制
度
の
意
味

を
理
解
出
来
る
よ
う
に
、
日
常
の
生
活
の

中
に
お
い
て
疑
似
体
験
を
さ
せ
る
。

●
選
挙
の
公
約
が
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
具
体
的
に

理
解
さ
せ
る
。

●
当
事
者
の
権
利
（
意
志
表
示
）
を
守
る
た

め
に
、
保
護
者
や
支
援
者
は
自
身
の
主
観

を
入
れ
ず
公
約
の
説
明
を
す
る
。

●
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
理
解
可
能
で
あ
る

公
約
放
送
や
公
約
文
な
ど
、
行
政
側
の
適

切
な
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
。

●
重
度
障
が
い
の
方
に
は
郵
送
な
ど
の
方
法

も
あ
り
ま
す
が
、
単
独
行
動
が
厳
し
い
人

の
た
め
に
、
身
近
な
場
所
で
投
票
可
能
な

よ
う
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

●
代
理
投
票
の
シ
ス
テ
ム
を
広
く
理
解
し
て

も
ら
う
広
報
・
啓
発
に
よ
り
、
誰
で
も
投

票
が
で
き
る
こ
と
を
伝
え
る
。

●
意
思
の
疎
通
が
厳
し
い
人
、
書
け
な
い
人

や
読
め
な
い
人
の
為
に
代
理
投
票
補
助
者

は
つ
く
が
、
家
族
や
支
援
者
と
異
な
り
当

人
と
の
関
係
性
が
希
薄
な
た
め
に
、
意
思

の
疎
通
な
ど
に
よ
る
当
事
者
に
戸
惑
い
が

起
き
る
場
合
が
あ
る
。

な
ど
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
障
が
い

当
事
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
、
誰
で
も
自

由
に
参
加
で
き
る
選
挙
制
度
の
見
直
し
を
早

急
に
求
め
ま
す
。

～知的障がいのある人の選挙についての一考察～



手をつなぐ・うちな～ 第２１５号 ２０２２年１０月１日 平成２１年１２月９日第３種郵便物承認（２）

～ 知的な障がいのある人と共に ～

入場券を出して受付をし、

投票用紙をもらいます。

ここで「代理投票希望」

と伝えます。

自宅に郵送される入場券を

持って投票所へ行きます。

係員２名がご案内します。

❷ ❸

❹

係員が「誰に投票しますか？」

と聞きますので、候補者名を指

で指して伝えると、係員が代理

で記載してくれます。

❺

（投票者）

自分で投票箱に投票用紙を入

れ入れます。

【代理投票の流れ】の補足

❶入場券に書かれている自分の名前と投票の日時、場所を確認して、投票所に向かいます。

（期日前投票は、日時や場所が異なる場合がありますので確認して下さい。）

❷受付で名前を呼ばれたら「はい」と答えたり、うなずくなど意思表示をして下さい。

代理投票の支援が必要な場合や投票方法がわからない場合は、ここで投票者本人が「支援が必

要です」や「代理投票を希望します」と伝えます。言葉で伝えられない場合は、事前にメモな

どに書いて渡して下さい。家族や支援者から伝えることはできません。

❸代理投票の際は、投票所の係員２名が付き添います。

ここからは保護者や支援者の同伴はできません。本人が不安になる場合は、同伴が認められる

場合もありますが、投票記載台では少し離れてお待ち頂くことになります。

❹係員１名が代理で記載し、残り１名が確認をします。候補者や政党を口頭で伝えるか、指さし

で係員に伝えます。候補者の写真は記載台にはありませんので、候補者や政党の名前のメモ、

選挙公報などを切り取ったものを事前に用意し、係員に渡して書いてもらうこともできます。

❺投票用紙を投票箱に入れる時に、緊張して手が震えるなどする場合は、係員が支援してくれま

す。その場で係員に伝えましょう。

【例：代理投票の流れ（下記の補足もあわせてご覧下さい。）】

※上記の文章は、狛江市手をつなぐ親の会、NHKの「みんなの選挙」のご案内の一部資料を
参考にさせていただいております。有難うございました。

※上記の流れはイメージです。事前に各市町村に確認をして下さい。

❶
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
が
減
少
し
な
い
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

宮
古
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

で
は
、
令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
充
分
な
感
染
対
策

を
行
っ
た
上
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
は
障
が
い
者
の
社
会
参
加
事
業
と
し

て
、
育
成
会
文
化
祭
り
の
為
に
作
品
を
出
展
し
ま
し

た
が
、
展
示
会
が
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
り
、
作
品
集

と
し
て
１
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
、
離
島
か
ら
は
参

加
が
難
し
い
中
で
も
、
自
分
た
ち
の
作
品
が
本
に
な
っ

た
事
を
喜
び
、
ま
た
、
他
の
事
業
所
の
仲
間
の
作
品

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
利
用
を
中
止
す
る
利
用
者
も
い
ま
し
た
が
、

技
術
の
習
得
と
生
活
の
向
上
を
目
指
す
活
動
が
で
き

ま
し
た
。

障
が
い
者
福
祉
啓
発
事
業
で
は
、
保
護
者
や
支
援

者
と
の
情
報
交
換
会
に
理
事
等
が
参
加
し
、
交
流
を

深
め
、
賛
助
会
員
の
拡
大
促
進
を
図
り
、
障
が
い
者

へ
の
理
解
と
福
祉
啓
発
を
行
う
目
的
で
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催
が
減
少
し
、
目
的
達

成
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
中
止
や
そ
の
他
の
事

業
等
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

理

事

通

信

ー

宮
古
地
区
の
現
状
に
つ
い
て

ー

理
事

花
城

旭
三

令
和
４
年
度
心
の
輪
を
広
げ
る

体
験
作
文
＆
障
害
者
週
間
ポ
ス
タ
ー

審
査
会
の
ご
報
告

令
和
４
年
度
「
心
の
輪
を
広
げ
る

体
験
作
文
」
及
び
「
障
害
者
週
間
ポ

ス
タ
ー
」
の
審
査
委
員
会
を
、
９
月

12

日
（
月
）
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

７
名
の
審
査
員
が
、
応
募
頂
い
た

作
文
（
10
点
）
、
ポ
ス
タ
ー
（
７
点
）

を
、
長
時
間
に
渡
り
審
査
し
各
賞
を

決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
体
験
作
文
中
学
生
区
分

４
名
、
一
般
区
分
１
名
、
ポ
ス
タ
ー

小
学
生
区
分
４
名
、
中
学
生
区
分

２
名
の
皆
様
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

11

名
の
入
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

９
月
16
日
（
金
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
、
幅
広
い
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
活
動
を
行

わ
れ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
軍
用
地
等

地
主
会
連
合
会
（
又
吉
信
一
会
長
）
様
よ
り

10
万
円
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
寄
附
金
贈
呈
式
に
は
県
育
成
会
か
ら

砂
川
副
理
事
長
・
下
地
副
理
事
長
が
出
席
し
、

熱
く
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

長
期
に
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
て
事
業
の
遂
行
も

ま
ま
な
ら
ず
、
会
費
収
入
を
主
体
と
し
た
厳
し

い
運
営
状
況
に
苦
慮
す
る
折
の
御
寄
附
は
、
大

変
あ
り
が
た
く
、
幅
広
い
障
害
福
祉
事
業
活
動

の
推
進
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

沖
縄
県
軍
用
地
等
地
主
会
連
合
会
様

よ
り
御
寄
付
を
頂
き
ま
し
た

写真左：沖縄県軍用地等地主会連合会又吉会長

写真中央：県育成会砂川副理事長

写真右：県育成会下地副理事長
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配布募集

～ 知的な障がいのある人と共に ～

編
集
者

理
事
長:

田
中

寛

沖
縄
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

機
関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、

中
央
情
勢
・
各
地
育
成
会
の
活
動
、
ま
た

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
教
育
・
福
祉
・
就
労
・

医
療
等
の
最
新
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
ご
希
望
の
方
は
、

県
育
成
会
ま
で
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
年
間
購
読
料

３
、
９
０
０
円

賛
助
会
員

加
入
の
お
願
い

☆
賛
助
会
員
の
趣
旨
☆

当
会
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る

人
の
保
護
者
や
そ
の
支
援
者
に
て

１
９
６
３
年
に
結
成
さ
れ
、
知
的
に

障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会

参
加
促
進
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
的
活
動
を
は
じ
め
、
本
人

独
自
の
活
動
支
援
や
研
修
会
等
の

多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。当

会
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
運
営
活
動
資
金
に
対
し
て
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

詳
細
は
県
育
成
会
ま
で
☆
県
育

成
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
★

☆
賛
助
会
員

１
口

千
円

☆
企
業
・
団
体

１
口

五
千
円

★
琉
球
銀
行

石
嶺
支
店(

普)

４
４
４
１
０
０

★
10
月
28
日
（
金
）
県
総
合
運
動
公
園

第
29
回
沖
縄
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

準
備

★
10
月
29
日
（
土
）
県
総
合
運
動
公
園

第
29
回
沖
縄
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

★
９
月
７
日
（
水
）
県
育
成
会
事
務
局
内

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
③

★
９
月
８
日
（
木
）
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

九
育
連
会
議

★
９
月
12
日
（
月
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
の
輪
審
査
会

★
９
月
16
日
（
金
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

寄
附
金
贈
呈
式

★
９
月
21
日
（
水
）
県
育
成
会
事
務
局
内

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
④

★
９
月
26
日
（
月
）
県
総
合
運
動
公
園

ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
打
ち
合
わ
せ

★
９
月
29
日
（
木
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
２
回
３
役
会

★
９
月
29
日
（
木
）
沖
縄
カ
ン
ト
リ
ー

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
準
備

★
９
月
30
日
（
金
）
沖
縄
カ
ン
ト
リ
ー

令
和
４
年
度
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

県
育
成
会
行
事
報
告
９
月

県
育
成
会
行
事
予
定
10
月
・
11
月

「
親
知
ら
ず
」
。
１
泊
入
院
の
全
身
麻
酔
で
、
下
あ
ご
の
２
本

を
抜
歯
し
ま
し
た
。

「
１
週
間
は
安
静
に
」
と
の
手
術
担
当
歯
科
医
の
注
意
を
上
の

空
で
聞
い
た
私
は
、
術
後
１
週
間
後
の
自
己
判
断
に
よ
る
無
鉄
砲

な
サ
ウ
ナ
通
い
で
、
さ
ら
に
10
日
間
、
激
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
始
末

で
、
家
族
の
軽
蔑
の
目
に
堪
え
ね
ば
な
ら
ぬ
日
が
続
き
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
情
報
で
は
、
こ
の
親
不
孝
的
な
歯
？
の
名
前
の
由
来
は

い
く
つ
か
あ
り
、
「
目
視
出
来
な
い
せ
い
で
、
親
が
そ
の
歯
の
存

在
を
知
ら
な
い
」
、
「
50
歳
位
の
寿
命
と
短
命
だ
っ
た
昔
は
、
そ

の
歯
が
生
え
て
く
る
頃
に
は
、
親
が
亡
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
諸

説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
正
式
名
称
は
「
第
三
大
臼
歯
（
だ
い
さ
ん

だ
い
き
ゅ
う
し
）
と
呼
び
、
10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
で
生
え
て

く
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

遺
伝
や
体
質
な
ど
で
も
異
な
り
、
現
代
人
の
多
く
は
あ
ご
が
小

さ
い
た
め
に
歯
の
出
て
く
る
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
く
、
あ
ご
の
骨
の

中
に
埋
も
れ
た
ま
ま
生
え
て
こ
な
い
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
生
ま
れ
つ
き
１
本
も
な
い
人
の
割
合
は
30
％
前
後
で
、

現
代
日
本
人
で
は
上
下
左
右
４
本
す
べ
て
あ
る
人
の
割
合
は
36
％

前
後
と
の
こ
と
で
す
。

「
で
き
る
だ
け
抜
か
な
い
で
、
自
然
な
状
態
を
保
と
う
」
と
、

常
日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
り
、
優
し
く
私
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い

☆
投
稿
募
集
★

「
会
員
の
声
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
記

事
投
稿
の
募
集
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

各
会
活
動
を
行
う
会
員
様
の
日
頃
の
想

い
・
活
動
内
容
を
多
く
の
方
に
届
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
是
非
県
育
成
会
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
♪

（
宗
教
、
政
治
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
の
強

い
も
の
な
ど
は
掲
載
を
見
送
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
）

令
和
４
年
度
賛
助
会
員
・

～
敬
称
略
～

個
人

桑

江

島

袋

良

一

小
夜
子

る
歯
科
主
治
医
先
生
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
数
年
前
か
ら
抜
か
な

い
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

年
齢
を
考
え
ぬ
不
摂
生
で
、
結

局
抜
歯
を
選
択
す
る
羽
目
に
な

り
ま
し
た
。

親
知
ら
ず
の
こ
と
を
、
英
語

で
は
「w

i
s
d
o
m

t
o
o
t
h

（
知
恵

の
歯
）
と
呼
び
、
「
分
別
が
付

く
年
代
に
生
え
る
歯
」
と
言
う

そ
う
で
す
が
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
無
分
別
な
自
分
に
、
た
だ

恥
じ
る
ば
か
り
で
す
。
（
涙
）


